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解 答
頭 むね 腹 触覚 鼻 はね 足 気門１ 問１ ア イ ウ エ オ カ キ ク

呼吸 変態 さなぎケ コ サ

３ ２ ５ ２ ３ １ ２ 複眼問２ ａ ｂ ｃ 問３ (1) (2) ｄ ｅ ｆ 問４

明るいので，複眼によって色や形を判断することができるから。問５

ハエ １，３，５ 右図問６ 問７ 問８

空気 ２，３ ほかの惑星や地球の衛星２ 問１ 問２ 問３

である月よりも小さく，重さも非常に軽いから。

１９２ ４ １.６問４ ア イ ウ

明け 環（リング） 火星 木星問５ エ オ ｃ ｄ

こいぬ座 おおいぬ座 オリオン座問６ Ａ Ｂ Ｃ

黄 シリウス ベテルギウス 星の表面温度によってちがう問７ ① ② ③ 問８

１２月１３日 ３時問９

１０ｇ ６０ｇ ４５ｇ １.１ｇ ２７ｇ エ ウ３ 問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７

Ｃ Ｄ １２０ｇ １３０ｇ ３：５問８ と 問９ (1) (2) (3)

水素 ３ 水上置換法 Ｂ Ａ Ｄ Ｅ Ｃ １２.５％４ 問１ 気体名 記号 方法名 問２ → → → → 問３

塩酸 ０.６ｇ ０.２ｇ問４ 問５ 亜鉛 アルミニウム

右グラフ １.４ｇ 食塩 酸性問６ 問７ 問８ 問９

０.８ｇ 塩酸ＣはＡよりもこさが濃いので，水酸化ナト問１０ 重さ 理由

リウム水溶液１０ をすべて中和したあと，塩酸がまだ残っている。塩酸は気体安

の水溶液なので，水を蒸発させたとき，あとには何も残らない。したがって，塩

酸Ａのときと同じく，食塩が０.８ｇ残る。

解 説
体積６０ の卵がすべて食塩水中にあるとき，卵が受ける浮力の大きさは６６ｇです。卵の重さは６３ｇな問５ 安

ので，すべて沈まずに一部が浮いた(ｴ)のようになります。

１【実験１】で使ったおもりは重さ６０ｇ・体積３０ ， の長さのおもりは重さが３０ｇ・体積１５ にな問７ 安 安２

ります。これを水中に沈めると，水中での重さはそれぞれ３０ｇ（６０－３０），１５ｇ（３０－１５）になり

ます。これは，空気中でのそれぞれの重さの比と等しいので，さおは水平のままつり合っています。

おもりＤ・Ｅをつるす棒の支点の位置から，Ｄを水中に沈める必要があるとわかります。おもりＤを水中に問８

１
沈めたとき，「支点からの距離×おもりの重さ」は，さおの右側で２７０（３×（６０× ＋６０）），さおの２

側で３００（２×（６０＋６０）＋１×６０）になります。ここから，おもりＣを水中に沈める必要があるとわ

かります。

(1) ばねはかりにはたらく力の大きさは，２つのおもりと棒との重さの合計です。問９

(2) 自動上皿はかりにはたらく力の大きさは，水・ビーカーの重さと水中に沈めたおもりにはたらく浮力の大

きさの合計です。

(3) 棒の長さを２，棒の左端を支点としてつり合いを考えると，

右図のようになります。このとき，アの長さは０.７５（ ２×（

３０＋１×３０）÷１２０）です。したがって，ア：イの比は

３：８（０.７５： ２－０.７５))です。（

【実験３】から，塩酸Ｂに亜鉛０.３ｇが溶けると水素が１００ ，塩酸Ｃにアルミニウム０.３ｇが溶ける修 問５ 安

と水素が４００ 発生することがわかります。塩酸Ｄにそれぞれの金属が溶けたときに水素が２１０ 発生して安 安

２１０ ２１０
いるので，亜鉛は０.６ｇ（０.３× ＝０.６３ ，アルミニウムは０.２ｇ（０.３× ＝０.１５…））１００ ４００

必要です。

亜鉛が十分にあるとき，発生する水素の体積は塩酸Ｃの量に比例します。したがって，必要な塩酸Ｃの量は問７

４６０１１.５ （１０× ）です。また 【実験３】から，同じ量の亜鉛とアルミニウムが溶けたときに発生する安 ，
４００

水素の体積比は１：４なので 【実験１】で塩酸Ｄに溶けた亜鉛は１.２ｇだとわかります。したがって，水素を，

４６０４６０ 発生させるのに必要な亜鉛は１.４ｇ（１.２× ）です。安 ４００
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